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新理事長あいさつ

～持続可能な経営体質をつくり上げる～

このたび理事長に就任しました小川正晴と申します。

企業を退職後、７年間、志田山ホームで様々な業務を担当してきました。

これまでの経験を生かし、皆様と共に力を合わせて、このホームを発展さ

せていきたいと考えております。

どうぞ皆様のご支援、ご協力をよろしくお願い申し上げます。

１.私がめざす施設づくり

① 地域のニーズに応える。

② 赤字決算を脱する。

③ 職員自ら運営を担う。

２.目標を実現するために力を入れること

① デイサービス施設の新設及び特養

フロアの増設を行う。

② 費用対効果への意識を高める。

③ 組織経営の機能を高める。

現在、新しいデイサービスの施設建設をめざして取り組んでいます。

志田山ホームにできること、志田山ホームがすべきことを皆様と共にめざ

し、実現していく所存です。それが、持続可能な経営を生み出すものと考

えます。

利用者様とその家族、そして地域の目線で、「見る」、「考える」を念

頭に置いた経営を進めて参ります。どうぞよろしくお願い申し上げます。



昨年の6月から入職させていただい
ている岡田 友樹と申します。
約半年がたちましたが、まだまだ
力不足感が残っています。
一つ一つ真面目に努めますので
今後ともよろしくお願い致します。

昨年の5月の中旬に入職しました中込 智之です。
介護系の仕事は未経験で初めての事ばかりで最初は
緊張しました。
志田山ホームの先輩方にやさしく丁寧に指導してもら
えて助かりました。
そしてとても勉強になり、今後とも活躍できるように
一生懸命頑張りたいと思います。
先輩方みたいに一人前になれるようになりたいです。

勉強会の様子

昨年6月に入職しました山田 紀子と申します。
前職では老健、特養のユニットリーダーやショート
ステイなど１３年間やってきました。
その経験を活かし戦力になれるよう頑張ります。
利用者様には笑顔・安心・安全に生活できるよう
努めてまいります。
よろしくお願い致します。

小さな変化を見逃さず、利用者様が

安心して生活できるようにお手伝い
させていただきます。
よろしくお願い致します。

上原 悠佳

志田山ホームに入職いたしました。
前職も介護の仕事をしていました。
少しでも経験を活かして貢献できれば
と考えています。
よろしくお願い致します。

内藤 明美

特養新任職員紹介

眠りスキャン導入しました！

ロボット活用チームでは、利用者様に安心して生活していただけるよう、
どのような介助ロボットを導入するかについて検討してきました。
今年度、神奈川県の補助を受け、『眠りスキャン』という機器を導入し

ました。この機器はマットレスの下に敷き振動を検知しする事で、睡眠・
呼吸・心拍数等のデータを取るものです。
振動検知から「夜間よく休めているか」呼吸数・心拍数から「健康状態

の変化」を視覚化できるようになりました。
まだ導入から2カ月程度で使いこなせていない状態ですが、これらデー

タを活用し、利用者様の生活の質向上、健康状態の変化への速やかな対応
へ繋げていければと考えています。
今後も介護ロボットと共生する形で、利用者様・職員双方が安心して過

ごせる施設を目指いしていきたいと考えます。

眠りスキャン



～デイサービス新施設開設に向けて～

志田山ホームデイサービスは沢山の方々に支えられ
今年で２３年を迎えました。
建物の老朽化や機能訓練を行うには場所が狭い事から、
現在の施設の隣に新しくデイサービス施設を建てる事と
なりました。
これからも、ご支援を受けながら利用者様や地域の

方々と一緒に生き生きと笑顔あふれるデイサービスにし
ていきたいと思います。

完成予定は令和６年１１月頃です。 新施設イメージ図

デイサービス行事

昨年2月より入職してから早いものでもう1年が経ち
ました。優しく、そして頼りになる先輩職員の方々、
いつも元気にデイサービスに来てくださっている利用
者様たちのおかげでとても楽しく、実りのある1年間
であり大変良い職場に巡り会えたと心の底より思って
います。まだまだ至らない事もあり皆様にご迷惑をか
けてしまうこともあるかもしれませんが日々精進して
いきたいと思いますので2年目もよろしくお願い致し
ます。

志田山ホーム ケアセンター 谷田部 裕基

デイ職員紹介～1年を振り返って～
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